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会　　　　場：つくば国際会議場（つくば市竹園2-20-3）
 １Ｆ多目的ホール・大会議室、２Ｆ中会議室、３Ｆ中ホール
出展予定社数：２３０社・団体
参 加 費 用：無料

●お問合せ先
　筑波銀行 ビジネスソリューション部
　電話 029-859-8111 住所 つくば市竹園１丁目７番
　E-mail :b.koryuukai@tsukubabank.co.jp

※個別商談会は11：00より開始予定
13：00～17：00（予定）

2019筑波銀行
ビジネス交流商談会

　筑波銀行では地域企業の域外への発信の場を提供する
『２０１９ 筑波銀行ビジネス交流商談会』を下記の通り開催
いたします。
　本交流商談会は２００社以上の受注企業が『つくば』に
集結しますので、新商品や外注企業の新規開拓、協力企業
の情報収集等に是非ご活用ください。

2019年

10月9日㈬

発注・バイヤー
企業募集

挿絵：久田琳佳子（筑波大学芸術専門学群4年）

筑波経済月報　　2019年8月号36

まちに住む人たちの共用の場や設備を目にすると、
気になって仕方がない。
たとえば町内会の掲示板。ついつい目で追って読
みたくなる。盆踊り、ラジオ体操、敬老会、ゴミの
分別、…等々。ここからまちに住まう人たちの様子
が窺える。このまちでは、どういう人たちが、どのよ
うな暮らし方をしているのか、想像がかきたてられる。

ひっそりと道端に佇む井戸もそうである。ついつい
手で触れてしまう。留め具がなければ、動かして、水
が出るかどうかを確かめたくなる。適度に動かさない
と、サビついて動かなくなるのではないかと自分に言
い訳をして。
そして水が無事に出てくるとホッと一安心。しっか
り現役だなと。一方で、近所のおじさんに怒られない
かと内心はドキドキであるが･･･。
たいていの場合、飲用水にはならない。道路沿いの
花壇の水やり、道路に水を撒く打ち水などに近所の人
たちが利用している。

井戸の脇には消火栓用のホースが備えられているこ
とが多い。近所の人たちはその意味を知っている。
木造家屋が建ち並ぶまちでは、火災時の初期消火が
特に重要である。消防車が来るまでの間、住まい手た
ちでできる消火活動が、延焼の拡大を防ぐことにつな
がる。
かつては井戸がまちの住まい手たちを呼び寄せた。
文字通り、井戸端会議の場でもあった。共用の井戸が、
人と情報を結びつける装置だった。
先の大震災で断水が続いた時、この井戸には多くの
人たちが集まったという。飲料用ではないが、トイレ
などの生活用水として活躍した。
現在では上水道が整備され、飲用水に利用できない
井戸は無用の長物のようであるが、そうではない。井
戸がまちの暮らしを守っているのである。現在でも確
かにその存在意義がある。

野中　勝利
筑波大学芸術系教授・芸術専門学群長

身近なまちの風景物語（13）

守る現役


